
令和５年度 全国学力・学習状況調査分析 

【国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、生徒の言葉に関する力に伴って、書く力も高められている。しかし、古典に関する力では、原文と現

代文とを合わせて読む力が今後の課題といえる。知識の蓄積とともに、古典の力を高められるように、古典にふれ

る機会を増やしていく必要がある。 

【数学】 

 

本校では以下の３点の特徴が見られた。①多くの領域や観点に置いて、全国平均を上回った。②調査に対して「無

回答」も少ない結果となっていた。③データ活用の分野を苦手とする生徒が比較的多く、引き続き様々な分野と組

み合わせながら定期的に学習を振り返る中で知識・技能の定着を図っていく必要がある。 

【英語】 

 

 本校では、市の平均正答率と同様もしくは平均以上の結果が見られるものの、「読むこと」の領域の問題で

は一部市の平均を若干下回るものも見られた。また「書くこと」の領域においても市平均を下回る結果とな

り、自分の考えなどを正確な表現を用いて表現することに課題が見られた。基礎的な文法項目を定着させる

とともに、基礎表現に自分の考えなどを加味することを通して表現力を培ていく必要がある。 


